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Aspergillus及び関連菌の分子系統解析と形態との比較研究
堀江義一(千葉県立中央博物館)
矢 口 貴 志(千葉大学真菌医学研究センタ…，系統・化学分野)
研究成果 
Aspergillω戸migatusおよびその関連テレオモルブで
ある Neosartorya騰は?真菌症原因菌として重要であ
る.当センターに保存されている A.fumigatωおよび
その関連商を研究材料とし，stub叫in，hydrophobin，問 
calmodulin遺伝子による系統解析を実施した.その結果，
それらは 5つのクラスターに分かれ，A. fumigatus，A. 
lentulω，A. viridinutansとは系統的に異なる菌群が見出
され，Neosartoりlaudaga叩仰と系統的に近縁であった.A. 
βtmigatω関連菌は分子系統と分生子の微細構造，生育温
度，マイコトキシン生産性との間には相関が見られた
が，薬剤耐性においては差が認めらなかった.また，新
たに分離された Neosartoryaに属する菌株において分子系
統，子のう胞子の微細形状を誹細に検討したところ，既
知種とはことなる蘭種が見出された.
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